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( 単位： 千円)

＜事業に関する 説明＞

   

   

   

 し た事業実施において最大の課題である 。  よ り 一定の効果が得ら れる よ う 創意工夫をし ている 。  法を経済的に検討し 、 最小の経費で最大の効果が得ら れる よ う 努め

 ま た、 道路拡幅用地の確保における 地権者の協力が得ら れず、 整備  　  る 。

 計画に影響が出ている 路線がある 。   

 号線、 臼井田Ⅰ-42号線、 井野2-165号線の道路拡幅用地の取得等の事業を実施する 。   

（ 事業実施上の問題点） （ 前年度から の見直し 点） （ 見積についての特記事項）

 　 厳し い財政状況下での公共事業予算の確保は、 市民ニーズに対応  　 限ら れた予算に対応する ため、 路線全体ではなく 部分改良など に  　 予算に対応し た、 事業の選択と 集中の徹底、 ま た効率的な施工方

 平成21年度は、 市道Ⅰ-42号線( 飯野・ 下根地先) 、 下勝田Ⅰ-31号線、 表町4-381   

 号線、 井野2-165号線の道路改良、 下志津Ⅱ-5号線歩道整備工事を実施する 。   

 ま た、 臼井田Ⅰ-42号線、 井野2-165号線の測量及び直弥Ⅰ-35号線、 羽鳥Ⅰ-17   

 　 Ⅰ・ Ⅱ級幹線道路の拡幅改良等を行い、 通学児童を含む社会的交  　 市道の内、 Ⅰ・ Ⅱ級幹線道路の拡幅改良等を行う こ と によ り 、 都  　 道路拡幅や歩道整備によ る 道路利用者の安全性向上、 ま た幹線道

 通弱者等をはじ め、 道路通行の安全性を確保する と と も に、 都市計  市計画道路を軸と し た道路網を確立し 、 市民生活の安心、 安全、 快  路網を整備する こ と によ る 渋滞緩和や交通事故削減など 、 市民生活

 画道路を軸と し た道路体系を早期に確立する 。  適性の向上をめざす。 　  の安全性や快適性の向上、 さ ら には地域経済の活性化が図れる 。

 工事関係に関する 事務を行う 。

 （ 事業実施に関する 根拠法令）

  道路法

 道路構造令

（ 事業の説明） （ 事業の目的） （ 事業の効果）

 道路である Ⅰ・ Ⅱ級幹線道路の整備・ 計画の立案・ 用地買収関係・ 163, 400 194, 000 170, 000 212, 700 192, 700 

実
施
計
画
の
内
容

（ 実施計画における 事業の概要） 施　 　 策  多彩なふれあいが広がる ま ちづく り ／生活基盤が充実し たま ちづく り ／計画的に幹線道路の整備を進めま す。

 【 幹線道路の整備に関する 業務】 施策体系ｺ ﾄーﾞ 05-02-01-10-10 事業番号 166-1

 道路網のう ちでも 主要な骨格をなし 、 都市に出入り する 交通及び都 総事業費 932, 800千円 事業期間 平成18年度～平成22年度

 市の住宅地、 工業地、 業務地等の相互間の交通を主と し て受け持つ
年度別事業費

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

決 定 額 決　 　 定

  3． 道路新設改良費 担当課･係  道路建設課 （ 執行課： 道路建設課

119, 499 

( 歳　 入) ( 歳　 出) 財源内訳 国庫支出金 地方債

要 求 額 85, 900 205, 399 要　 　 求 38, 500 47, 400 
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款   7． 土木費                                  事 業 名   1． 幹線道路整備費
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